
３．生徒の健康に関する緊急時対応体制 

 

１ 緊急時対応 

（１）基本方針 

・生徒の健康に関する緊急時には、全教職員の共通理解のもと連携し、迅速かつ適切な 

対応をする。 

・管理職、養護教諭、学級担任が不在の場合においても役割を分担し確実に対応する。 

 

（２）緊急時対応体制 

・発見者：生徒から離れず観察する 助けを呼び、協力者を集める 

心肺蘇生やＡＥＤの使用、エピペン○Ｒ  の使用または介助等 

・管理職：現場に到着し次第リーダーとなる、役割の確認および指示 

心肺蘇生やＡＥＤの使用、エピペン○Ｒ  の使用または介助等 

（管理職不在の場合は学年主任が対応する） 

・学級担任 A：「準備」 ＡＥＤ、エピペン○Ｒ  等準備、その使用または介助等 

・生徒部教職員 A：「連絡」 救急車要請、管理職を呼ぶ、保護者への連絡等 

・生徒部教職員 B：「記録」 観察開始・エピペン使用時刻、５分ごとに症状記録等 

・学級担任 B：「その他」 救急隊等誘導、その他の生徒対応等 

 

（３）緊急連絡先（関係機関連携先） 

学校医（中学校） 

   内科：磯野外科内科 ０３－３８４３－５６３１  台東区駒形１丁目５―１７ 

   眼科：ささき眼科   ０３－３８４２－７１１０  台東区雷門１丁目７－５ 

   耳鼻咽喉科：ことぶき耳鼻咽喉科  

０３－３８４３－３１０７ 台東区寿１丁目１７－１ 

  歯科：松田歯科医院 ０３－３８３１－２５０４  台東区上野４丁目９－３ 

学校医（高校） 

   内科：服部医院   ０３－３８４２－１８５１ 台東区元浅草３－４－７ 

   眼科：増野産業医事務所 ０３－３８６２－８０１８ 台東区三筋１－５－８ 

      ルネ・よねくら２０１ 

   耳鼻咽喉科：江口智徳（大学病院勤務） 

   歯科：おおくぼ歯科医院 ０３－３８４１－２８７４ 台東区北上野２－８－３ 

 

 

 

 



  関係諸機関 

永寿総合病院     ０３－３８３３－８３８１  台東区東上野２丁目２３―１６ 

浅草消防署      ０３－３８４７－０１１９  台東区駒形１丁目５―８ 

蔵前警察署      ０３－３８６４－０１１０ 台東区蔵前１丁目３―２４ 

台東保健所      ０３－３８４７－９４０１ 東上野４丁目２２－８ 

 

２ 平常時の対応 

（１）基本方針 

・全教職員、保護者、学校医、関係機関等と連携して、当事者としての意識と共通認識を持

ち、組織的に対応する。 

・校内組織体制を整備し、管理職等不在時も含め様々な場面を想定した校内研修を実施 

するなど、緊急時に適切に対応できるよう平常時から備える。 

（２）校内組織体制 

ア 学校保健委員会 

（構成）管理職、養護教諭、学校医等 

イ 教育相談委員会 

（構成）養護教諭、生活指導部長、各学年生活指導担当教員、スクールカウンセラー等 

 

（３）連携体制 

ア 保護者や学校医等と連携し、緊急時に備える。 

イ 関係機関や地域との連携を図る。 

 

（４）情報共有 

ア ＡＥＤの位置を教職員全員が把握する 

イ アレルギー疾患のある生徒の把握と対応決定 

ウ 学校生活管理指導表に関する情報共有 

エ 「緊急対応カード」の準備と保管場所の共有 

オ エピペン○Ｒ  の保管場所の確認 

 

（５）校内での取組 

ア 校内研修 ５月中旬 応急救命訓練 

イ 校内危機管理マニュアル作成、ヒヤリハット事例の検証 

 

 

 

 



 

 

＜緊急対応時のフローチャート＞ 

 

 

管理職 

・現場に到着次第、リーダーとなる 

・それぞれの役割の確認および指示 

・エピペン○Ｒの使用または介助 

・心肺蘇生や AEDの使用 

 

 

 

 

 

発見者「観察」 

・生徒から離れず観察 

・助けを呼び、人を集める（大声または、他の生徒に呼びに行かせる） 

・教職員 A・Bに「準備」「連絡」を依頼 

・管理職が到着するまでリーダー代行となる 

・エピペン○Ｒの使用または介助 

・薬の内服介助 

・心肺蘇生や AEDの使用 

 

 

 

 

 

教職員 A（準備） 教職員 B（連絡） 

・食物アレルギー緊急時対応のマニュアル

を持ってくる 

・エピペン○Ｒの準備 

・AEDの準備 

・内服薬の準備 

・エピペン○Ｒの使用または介助 

・心肺蘇生や AEDの使用 

・救急車を要請する（１１９番通報） 

・管理職を呼ぶ 

・保護者への連絡 

・さらに人を集める（校内放送） 

 

 

 

 

 

教職員 C（記録） 教職員 D（その他） 

・観察を開始した時刻を記録 

・エピペン○Ｒを使用した時刻を記録 

・内服薬を飲んだ時刻を記録 

・５分ごとに症状を記録 

・他の生徒への対応 

・救急車の誘導 

・エピペン○Ｒの使用または介助 

・心肺蘇生や AEDの使用 

 


